
(右 )木製動輪製薬機
(左上 )国の重要文化財
　として指定
(左中 )本陣玄関上の欄間
(左下 )上段の間の書院
に南面して庭園が広がる

江
戸
時
代
か
ら
続
い
た
薬
屋
・
旧
和
中
散
本
舗

来
年
の
大
河
ド
ラ
マ
「
ど
う
す
る
家

康
」
で
俳
優
の
松
本
潤
さ
ん
が
演
じ
る
徳

川
家
康
は
長
寿
で
薬
へ
の
関
心
が
高
か
っ

た
そ
う
で
す
。
そ
の
家
康
が
慶
長
16
年

（
1
6
1
1
）、
近
江
の
永
原
で
腹
痛
を
訴

え
た
時
に
、
典
医
が
す
す
め
た
薬
が
和
中

散
と
言
わ
れ
、
快
癒
し
て
世
に
拡
ま
っ
た

そ
う
で
す
。
こ
の
和
中
散
を
売
っ
て
い
た

店
の
本
家
が
旧
和
中
散
本
舗
で
、
旧
東
海

道
の
草
津
宿
と
石
部
宿
の
中
間
に
あ
る
六

地
蔵
に
あ
り
、
江
戸
初
期
か
ら
創
業
し
て

い
ま
し
た
。
本
家
は
大
⻆
氏
で
、
是ぜ

さ
い斎

と

称
し
、そ
の
看
板
が
出
迎
え
て
く
れ
ま
す
。　
　
　
　
　

現
在
の
建
物
は
寛
永
年
間
（
1
6
2
4

～
1
6
4
4
）
の
建
立
と
言
わ
れ
、
店
舗

と
製
薬
場
、
台
所
と
居
間
を
合
わ
せ
て
間

口
67
尺
（
約
22
ｍ
）、
奥
行
62
尺
（
約
19
ｍ
）

で
す
。
高
塀
造
り
で
防
火
用
卯う

だ
ち
か
べ

建
壁
が
あ

り
、
製
薬
場
に
は
直
径
4
ｍ
の
大
車
輪
、

樫
の
木
の
動
輪
で
中
に
人
が
入
っ
て
足
で

踏
む
と
、
歯
車
で
石
臼
が
回
転
し
て
薬
草

が
粉
末
と
な
る
仕
掛
け
で
す
。
400
年
超
の

時
代
の
重
み
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。（
写
真
右
）

　

そ
の
後
、
座
敷
を
増
築
し
て
草
津
と
石

部
の
中
間
に
あ
た
る
こ
の
場
所
で
公
卿
・

大
名
た
ち
が
少
憩
す
る
な
ら
わ
し
と
な

り
、
梅
木
小
休
み
本
陣
と
称
し
ま
し
た
。

　

上
段
の
間
に
は
、「
寒か
ん
ざ
ん
じ
っ
と
く
ず
び
ょ
う
ぶ

山
拾
得
図
屏
風
」

で
有
名
な
曽
我
蕭し

ょ
う
は
く白
の
襖
絵
が
あ
り
ま
し

た
が
、
現
在
は
栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館
に

保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
玄
関
は
千ち

ど

り

は

ふ

鳥
破
風

で
、
欄
間
の
彫
刻
は
圧
巻
で
、
厚
み
の
あ

る
一
枚
板
の
表
に
鶴
亀
、
裏
に
松
竹
梅

が
彫
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。（
写
真
左
中
）

庭
園
は
江
戸
時
代
初
期
に
造
ら
れ
、
お
よ

そ
120
坪
（
約
400
㎡
）
の
池ち

せ
ん泉

鑑
賞
式
庭
園

で
国
指
定
の
名
勝
で
す
。

　

本
陣
に
は
蜀し

ょ
く
さ
ん
じ
ん

山
人
、
シ
ー
ボ
ル
ト
が
訪

れ
休
憩
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

当
時
の
意
外
な
人
物
も
訪
れ
宿
泊
し
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

春
（
５
月
）
と
秋
（
９
月
）
に
は
特
別

公
開
（
入
館
料
500
円
）
も
あ
り
ま
す
。

当
主
の
大
⻆
さ
ん
は
現
在
も
住
居
と

し
て
お
住
ま
い
の
た
め
、
特
別
公
開
以
外

の
見
学
に
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

事
前
予
約
☎
５
５
２・０
９
７
１

184

り
っ
と
う
再
発
見

目を向けよう　違いよりも　同じところに
～2021年度21世紀スローガンコンテスト努力賞作品～

問
商
工
観
光
労
政
課 

観
光
振
興
係

☎
５
５
１
・
０
２
３
６ 

ＦＡＸ
５
５
１
・
０
１
４
８
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